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14：40〜 15：05

我々は毎日睡眠覚醒を数回繰り返しています。ずっと起き続けていると自然と眠

気が生じて脳は眠りに入ろうとします。しかし、頑張って断眠（徹夜）すると、起き

続けることは出来るものの、思考、記憶、判断力といった脳の高次機能は著しく低

下します。一晩や二晩程度の断眠は可能でも、全く眠らずに活動を続けることは不

可能です。これらのことは、睡眠覚醒調節は脳自身が自らのために行っており、正

常な脳機能を維持するために必須な生理現象であることを示しています。一日（24

時間）のうち8時間眠るとすると、人生の1/3もの時間を睡眠に費やすことになるに

もかかわらず、この睡眠覚醒がどのように調節されているのかについてはよく分かっ

ていませんでした。

ところが、脳の視床下部に存在する「オレキシン」と呼ばれる神経ペプチドが同定

されたことから研究が進展しました。オレキシンを産生する神経（オレキシン神経）

が無くなってしまうと、覚醒状態を維持することができず、どのようなときにも眠っ

てしまう「ナルコレプシー」という病気になってしまうことから、オレキシン神経が

覚醒の維持において重要な役割を担っていることが明らかとなりました。

本講演では、様々な遺伝子改変マウスを用いたオレキシン神経活動の記録と操作

によって分かってきた「睡眠覚醒を調節する仕組み」について紹介致します。

脳を育む　睡眠覚醒の脳科学
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超高齢化社会を支える若者の心身の健康は、社会全体にとっての資本です。日本

では、思春期を含む若者の死因の第一位が自殺です。この時期に多く発症する精神

疾患をかかえる方ひとりひとりを早期に支援し、ひいては疾患を予防していくことは、

結果的に社会全体の幸福度を高めます。私たちは今秋から、東京の数自治体の協力

を得て、思春期の心身の成長を縦断的に調査する、日本ではじめての本格的なコホー

トを立ち上げます。人文社会系から脳科学系まで学際的な研究者らが市民の方々と手

に手をとりあって、思春期の脳とこころの成長について、印象論ではなく、事実を

知り、教育や健康施策に結びつけていきます。思春期の脳とこころを守る総合人間科

学を私たちは「青春脳」と呼び、確立していきたいと思います。
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